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平成 30 年 5 月 14 日 

 

各 位 

 

会 社 名 大正製薬ホールディングス株式会社 
本 店 東京都豊島区高田三丁目 24 番 1 号 
代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 上原  明 
（ コ ー ド 番 号  4 5 8 1  東 証 第 1 部 ） 
問 合 せ 先 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部長 井内秀樹 
（ 電  話  0 3 - 3 9 8 5 - 1 1 1 5 ） 

 

 

大正富山医薬品株式会社の株式の取得（完全子会社化）及び 

富山化学工業株式会社の株式の売却に関するお知らせ 

 

 

大正製薬ホールディングス株式会社［本社：東京都豊島区 社長：上原 明］（以下、当社）は、

本日、当社取締役会において、当社が保有する富山化学工業株式会社［本社：東京都新宿区 社

長：岡田 淳二］（以下、富山化学）の株式の全部を富士フイルムホールディングス株式会社［本

社：東京都港区 社長：助野 健児］（以下、富士フイルム HD）に対して売り渡すとともに、富

山化学が保有する大正富山医薬品株式会社［本社：東京都豊島区 社長：藤田 憲一］（以下、大

正富山）の株式の全部を買い取り、大正富山を完全子会社化すること（以下、本件取引）により、

当社・富士フイルム HD・富山化学の三社間で行ってまいりました戦略的資本・業務提携のうち、

大正富山及び富山化学に関する資本提携関係（以下、本件資本提携関係）を発展的に解消するこ

とを決議いたしましたので、以下のとおり、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

1. 本件取引の理由 

 平成 20 年より当社・富士フイルム HD・富山化学の三社間で戦略的資本・業務提携を行って

まいりましたが、製薬業界を取り巻く急激な事業環境の変化の中で、大正富山株式については当

社が、富山化学株式については富士フイルム HD が 100%を保有することにより、両社にとって

より機動的な経営がなされると判断し、本件資本提携関係を解消することを決定したものです。 
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2. 本件取引の対象となる会社の概要 

（1） 名 称 大正富山医薬品株式会社 富山化学工業株式会社 

（2） 所 在 地 東京都豊島区高田 3－25－1 東京都新宿区西新宿 3－2－5 

（3） 代表者の役職・氏名 
代表取締役会長 岡田淳二 

代表取締役社長 藤田憲一 
代表取締役社長 岡田淳二 

（4） 事 業 内 容 医療用医薬品の販売業務 医薬品等の開発、生産および販売 

（5） 資 本 金 2,000 百万円 10,000 百万円 

（6） 設 立 年 月 日 2002 年 10 月 8 日 1936 年 11 月 15 日 

（7） 決 算 期 3 月期 3 月期 

（8） 出 資 比 率 

大正製薬ホールディングス 

株式会社：55％ 

富山化学工業株式会社：45％ 

富士フイルムホールディングス 

 株式会社：66％ 

大正製薬ホールディングス 

株式会社：34％ 

 

3. 本件資本提携関係解消の相手先の概要 

（1） 名 称 富士フイルムホールディングス株式会社 

（2） 所 在 地 東京都港区赤坂 9－7－3 

（3） 
代表者の役職・ 

氏 名 

代表取締役会長・CEO 古森重隆 

代表取締役社長・COO 助野健児 

（4） 連 結 事 業 内 容 

イメージングソリューション（カラーフィルム、デジタルカメラ、

光学デバイス、写真プリント用カラーペーパー・サービス・機器、

インスタントフォトシステム等）、インフォメーションソリューシ

ョン（メディカルシステム機材、ライフサイエンス製品、医薬品、

グラフィックシステム機材、ディスプレイ材料、記録メディア、

電子材料等）、ドキュメントソリューション（オフィス用複写機・

複合機、プリンター、プロダクションサービス関連商品、オフィ

スサービス、用紙、消耗品等）の開発、製造、販売、サービス 

（5） 資 本 金 40,363 百万円 

（6） 設 立 年 月 日 1934 年 1 月 20 日 

（7） 
大 株 主 及 び 

持 株 比 率 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 6.3% 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 5.3% 

日本生命保険相互会社 3.4% 

株式会社三井住友銀行 2.0% 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口 5）1.5% 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口 9）1.5% 

ステート ストリート バンク ウェスト クライアント トリーテ

ィー 505234 1.4% 

三井住友海上火災保険株式会社 1.4% 

ノーザン トラスト カンパニー エイブイエフシー リ ユーエス 

タックス エグゼンプテド ペンション ファンズ 1.3% 

株式会社ダイセル 1.2% 
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（8） 
当社と当該会社 

との間の関係 

資 本 関 係 該当なし 

人 的 関 係 該当なし 

取 引 関 係 該当なし 

関 連 当 事 者 へ の 該 当 状 況 該当なし 

（9） 当該会社の最近 2 年間の連結経営成績及び連結財政状態（米国基準） 

決 算 期 平成 28 年 3 月期 平成 29 年 3 月期 

連 結 純 資 産 2,231,997 百万円 2,268,058 百万円 

連 結 総 資 産 3,311,970 百万円 3,533,189 百万円 

1 株 当 た り 株 主 資 本 4,472.45 円 4,668.26 円 

連 結 売 上 高 2,460,383 百万円 2,322,163 百万円 

連 結 営 業 利 益 180,626 百万円 172,281 百万円 

連結税金等調整前当期純利益  182,242 百万円 194,775 百万円 

当社株主帰属当期純利益 116,402 百万円 131,506 百万円 

1 株当たり連結当期純利益 250.03 円 296.27 円 

1 株 当 た り 配 当 金 65.00 円 70.00 円 

 

4. 日 程 

（1） 取締役会決議日 平成 30 年 5 月 14 日 

（2） 株 式 譲 渡 日 平成 30 年 7 月 31 日 

 

5. 今後の見通し 

 本件取引に伴い、当期第 2 四半期に富山化学株式の売却による特別利益として 418 億円を計

上する見込みであり、本日付の「平成 30 年 3 月期決算短信」で公表しました業績予想数値にこ

れを織り込んでおります。 

なお、本件取引後も、大正富山による富山化学製品の販売については、当面継続致しますが、

その後の方針については現時点で未定であり、今後当社側、富士フイルム HD 側にて協議のうえ

具体的に方針が決まり次第、お知らせする予定です。 

 

以 上 

 

 

（参考）当期連結業績予想（平成 30 年 5 月 14 日公表分）及び前期連結実績 

 

連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成 31 年 3 月期） 

百万円 

269,000 

百万円 

33,000 

百万円 

39,500 

百万円 

55,500 

前期連結実績 

（平成 30 年 3 月期） 
280,092 36,977 42,140 31,679 

 


